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できたとしよう。B１と A１の間の取引交渉をつうじて交換が成立すると，商品W１は B１から A
１の手に移り，貨幣 Gは A１から B１の手に移る。こうして貨幣 Gの占有者となった B１は，今
度は商品W２を売りたがっている相手を探し C１を見つけ出すとしよう。B１と C１の取引交渉を
つうじて交換が成立すれば，商品W２は B１の手に移り，貨幣 Gは B１から C１の手に移る。
以上のような過程をへて，B１はW１－G－W２という貨幣を媒介とした間接的交換を行うこと
ができる。一回のW－G－W’が成り立つためには，A１と B１の間での G－W１（購買），W１－G









































































































































































































































数理的な表現では次のように説明される。市場需要関数 D（p）は，この商品市場に H 人の買い手が存在
するとし，商品価格を p，個別的な買い手 i の財に対する需要関数を di（p）とする。また，市場供給関数 S（p）
































































































とすることなしに需要曲線を導出した。Hicks, J. R.［１９３９／１９４６］, Value and Capital, Second Edition, Oxford. ヒ
ックス『価値と資本（上）』［１９３９年］安井琢磨・熊谷尚夫訳，岩波文庫，１９９５年，６８頁 ff., 参照。
84
６）塩沢由典［１９９０年］『市場の秩序学―反均衡から複雑系へ』筑摩書房，参照。
※参考文献は，「マルクス経済学と限界分析（一）」（本誌第１１７号，２０１４年）の末尾に掲載した。
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